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□現状
JBN会員のリフォーム一体型ローン使用はまだまだ少ない。
地方部では、属性は満たされていても担保価値の低さで
ローンアウトの事例が少なくない。
また、更地に超ローコスト新築住宅と空き家を含め中古住宅
をリノベーションしたトータル金額の差が殆ど無いことも
要因の一つであると考える。
自己資金購入もまだまだ多い。

一体型ローン使用あるなしにかかわらず
売買に関して、不動産会社はスピーデーに契約に持っていく
必要がある反面・工務店はしっかり現地調査し時間をかけて
最良のリフォーム・リノベーション提案をしたい。
業種の考え方・スピードの差をまだまだ埋めれていない。
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□事例
マンションリフォームの事業者間連携資料一例
間取り・表面リフォーム・工程が一枚のシートで表記。

1棟分の間取りを先に頂き、3パターンの見積もり提案資料を
不動産会社へ提出。
（CAD間取り・イメージ写真も添付）
A表面リフォーム
B水廻りを含んだリフォーム
C大型リノベ

購入希望者様へのスピード提案が可能。
概算金額と時間・仕様内容が明確で満足度向上に寄与。

参照P.4～P.5
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□課題とこれから…

不動産会社との連携・ワンストップを含め

提案見積りのスピードUP・そして何より

ライフサイクル提案が不可欠。

そして、

反響・折衝・契約・出入金管理・発注

・定期点検と見積もり・CADが一体となった

ソフトを試験的に導入。

よりスピーディーにお客様目線で一元管理を目指す。

P.7～9参照
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□課題とこれから…
リフォーム一体型ローンの魅力は少し古めでも耐震基準

を満たし、好きな仕様にして購入できる家。

うまく活用されれば、住宅購入の可能性は広がり

選択肢がふえます。

前項で述べた通り事業者間連携には考え方のすり合わせ

・スピード感や日々の話し合いが不可欠。

14協議会に積極参加以外の地域不動産会社様とも

上手くお付き合いしていきたい。

又金融機関様においては、住宅の価値を適正に評価して

いただき融資額の安定・金利の変動を少しでも抑える

様にお願いします。

そして、O％金利ローンへの取り組みも始めていこうと

考えています。
P.11～13参照
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